








昭和 48 年度の学校保健法施行規則の改正により,昭和 49 年度から小・中学生の健康診断の

項目に心臓検診とともに尿検査が加えられた。これらにより,小・中学生における尿異常者

の実態が明らかになった。幼児検尿や3歳児検尿を行う際にこれらの小・中学における尿

異常の実態を把握しておくことは重要であると考える。この目的のために,われわれが関与

している東京都予防医学協会の昭和 51年から 55 年までの東京都における 5年間の成績に

ついて述べる。 


